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漁師列伝No.2

「魚を獲るだけが漁師の仕事じゃない」

｜金一三
水産総合研究センタ ー 開発調査センタ ー 所長 弁上清和

鳴き砂で有名な琴引浜にほど近い ， 風光

明煽な；If(丹後市網野町の京都府漁協網野支

所があります。 そこに所属し定鐙網漁業と

一本釣りを営む松尾省こさんを紹介しま

す。 松尾さんのお父さんは自営のI丹後ち

りめんJの織物工場を閉めた後 ， 組合自営

の大型定鐙網の衆子を経 て， 共同で小型定

鐙を営むようになったそうです。 その後 ，

共同経営者が次々と辞めることとなって，

単独の自営定鐙に切り替える際の手続きに

大変時聞がかかり ， 当時子供だった松尾さ

んも漁業法や水産業協同組合法を読んでみ

たそうです。 このお話を聞いたときに松尾

さんのたくましさの原点、を見たような気が

しました。

写真：定置網海象に使用する紛の土に

て． 総局省ニさん．

故郷に戻り ， .飾になりたい

高校卒業を控えた頃， 松尾さんはデザイ

8 

ン関係の仕事を志し， 大阪の服飾販売会社

に就職して， 販売だけでなく広告デザイン

や企画・販売まで手がけたそうです。 本人

は大阪の暮らしが気に入っていましたが ，

ある朝 ， 近くで電車が通るたびに揺れるア

ノ宅一卜で歯を磨いているときに ， 痛切にI故

郷に戻りたい j という思いがこみ上げてき

て， 漁師を継ぐことになったとのことです。

現在はお父さんの小型定鐙の経営に参加

しおおむね4月から10月の間 ， お父さん

と3人の従業員との計5人で小型定鐙網の

操業を行っています。 昔は高い値段で売れ

たプリなどの青物が安くなってしまいまし

たが ， 最近はサワラが販売の主力となって

いるそうです。 定鐙網は令部分の形状や潮

流による網の吹かれなどにより漁獲量が大

きく変化することが知l られていますが ， 松

尾さんは実際に定鐙網の中に潜って， 目で

見てそれを実感し， 乗り込みの角度や網目

の大きさなどに注意を払っています。

また ， 冬季に操業できないという日本海

の小型定鐙網のハンディキャップを克服す

るために， ちりめん工場を閉めた後にお母

さんが始め た民宿の経営にカを 入れてお

り， いわば6次産業化の先駆けともいえま

す。 この地域は夏の海水浴客だけでなく，

冬のズワイガエ目当ての客も多く， 地の利

を生かした経営を行っています。 さらにそ

れ以外のシ ーズンの対策として体験漁業の

取り組みを考えていきたいとのことです。
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